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（2）保全活動に対する助成金、寄付金

近年では、市民会議の活動内容を企業・団体
等に認めていただき、助成金、寄付金を受領し
ています。

これらの活動資金は、市民参加による山と川
における多様な活動運営資金として、また、植
樹のための苗木購入、川の生きもの観察会にお
ける資材購入費など有効に活用させていただい
ています。

これらの企業・団体に大変、感謝すると同時
に、今後の新たな取組における支援をお願いし
ます。

興津川保全市民会議の活動は、市における興
津川保全市民会議の助成金、市民会議の会員会
費、活動における参加費、及び市内の企業・団
体からの活動への助成金、寄付金等の支援を受
けて運営を行っています。

（1）興津川保全基金（以下、敬称略）

令和７年３月 31 日現在の興津川保全基金は以
下の通りです。

市民会議では、会の運営、事業実施、参加者
の活動補助などに有効活用しています。

①活動助成金
助成金をいただいた企業 ･ 団体名です。

　・三菱 UFJ 信託銀行 株式会社
　・一般財団法人 セブンイレブン記念財団
　・公益財団法人 静岡県グリーンバンク

②活動寄付金
寄付金をいただいた企業名です

　・日本生命保険相互会社
　・日本コカ・コーラ株式会社

■興津川保全基金

市民会議活動基金、助成金・寄附金等	16
興津川保全市民会議 事務局　西野 真理恵

58



静岡市環境局長　田嶋　太　

私は、静清合併の翌年、2004 年（平成 16 年）
に環境保全課に異動し、興津川保全市民会議の
担当となり、活動を通じて様々なことを学ばせ
ていいただきました。

近年、AI( 人工知能 ) の進化が著しく、知識を
得る方法が大きく変化しています。

これまでのように大量の情報を暗記するだけ
の学習は、AI によって補完・代替されるように
なりつつあります。知識の詰め込みではなく、
自ら考え、体験し、学び取ることがより重要に
なっています。

そのような中、興津川保全市民会議が実施し
ている「森づくり」や「アユ釣りセミナー」「森
林探検隊」といった自然の中で得られる体験は、
これからの時代において、ますます価値を持つ
活動だと思います。

例えば、「森づくり」では、下草刈りに使う「鎌」
を砥石で研いたり、自分の植えた「木」に名札
を付けるなど、ただ単に作業をするのではなく、
道具の扱い方や手入れの大切さの学び、自ら木
を植える充実感などを味わうことができる魅力
ある活動です。

また、川での活動においても、他ではなかな
か経験できない貴重な体験活動が行われていま

や、人と自然のつながりを考える機会にもなっ
ています。

 こうした自然体験は、創造力や問題解決能力
を育む点でも重要です。

AI は、膨大なデータをもとに合理的な答えを
導き出しますが、自然の中では、予測不可能な
状況が生じることも予想されます。

例えば、大雨の後に川の流れが急に変ったり、
森の環境が変化することも考えられます。そう
した場面で、現状を観察し、考え、チームで協
力して解決策を見つける力が求められることに
なります。これは、どのような時代になっても
必要とされる能力であり、自然体験を通じて養
われる貴重なスキルです。

また、自然の中での体験は、心身の健康を支
え、感性を豊かにする役割も果たします。森を
歩くことでリラックスしたり、川のせせらぎを
聞いて心が落ち着いたりするように、自然は人
間にとって欠かせない存在です。

特に子どもたちにとって、幼少期から自然に
触れることは、健全な成長にとって非常に重要
です。まさに、興津川保全市民会議の自然体験
活動は、子どもたちの人間形成「人づくり」を
担うものであり、今後ますます重要と考えます。

この素晴らしい活動が、これからもずっと続
いていくことを願っています。
	

す。
その一つが、「アユ釣りセミナー」

です。参加したこどもたちは、初
めて挑戦するアユ釣りに興奮し、
実際に魚を釣ることで、アユの生
態や川のことを身をもって学べる
貴重な機会になっています。

他にも、「ガサガサ」で、魚を捕
まえて観察したり、沢登や水切り
などの川遊び、川に流される体験
など、子どもたちは目を輝かせな
がら自然を楽しみ、都会では味わ
えないことを体感しています。

また、タケノコ掘りや猪鍋の試
食など、地元の食文化に触れる機
会を通じて、自然と共生する知恵

興津川保全市民会議の活動を通じたサステナブルな「人づくり」

　終わりに	

第 1 次市民の森づくり参加者とともに（後列右から 3 人目）
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興津川保全市民会議
活動 30 年の歩みと
未来への取り組み

・

活動30周年 記念誌

・
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